
昭和８年製の旧市庁舎引込用水道管と建設中の市庁舎の古写真(態;韻写真館獄）
水道管接合部の刻印「●水②昭和八年3549⑦SK｣
※●は津山市の市章ｒ剣大」か、海軍の錨のマークかk､表面の摩耗により判別できかねる状態も
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こ
の
水
道
管
は
、
昨
年
８
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
山
下

で
行
わ
れ
た
配
水
管
更
新
工
事
に
と
も
な
い
、
不
要

と
な
っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
管
の
内
径
は
Ⅲ

皿
外
径
は
ｎ
ｍ
で
す
。
太
い
接
合
部
の
外
面
の
刻

印
な
ど
か
ら
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
久
保
田

鉄
工
所
（
現
・
株
式
会
社
ク
ポ
タ
）
が
製
造
し
た
水

道
用
の
高
級
鋳
鉄
管
で
あ
る
と
判
明
し
ま
し
た
．
配

水
の
本
管
か
ら
旧
市
庁
舎
（
現
・
郷
土
博
物
館
）
へ

の
引
込
部
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
８
年
当
時
は
、
市
庁
舎
の
新
築
工
事
と
上
水

道
の
敷
設
工
事
が
同
時
に
進
行
中
で
、
昭
和
４
年
に

発
足
し
た
ば
か
り
の
津
山
市
に
と
っ
て
、
初
め
て
直

面
し
た
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
れ
ら
諸
課
題
の
生

き
証
人
が
、
こ
の
水
道
管
だ
と
い
え
ま
す
。
市
庁
舎

は
８
年
中
に
竣
工
し
て
翌
９
年
２
月
に
移
転
が
行
わ

れ
、
水
道
工
事
も
こ
の
時
期
に
竣
工
し
て
９
年
４
月

に
通
水
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
前
年
に
は
５
．
１
５
事
件
で
犬
養
首
相
が
暗

殺
さ
れ
て
軍
部
が
台
頭
し
、
翌
９
年
９
月
に
は
室
戸

台
風
が
西
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
津
山

市
も
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
世

相
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
上
水
道
敷
設
工
事
を

実
施
・
完
了
で
き
た
の
は
、
極
め
て
幸
運
で
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
．
（
小
島
）

司
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･安倉清博「『民具』への視点と展望
一津山市所有民具の現状と

市史への活用-_｜

･森元辰昭「津山地域の金次郎像・

報徳運動の研究（その１）」

･東昇「近世後期津山藩の葵をめぐる

領主と領民」

･森俊弘「宇喜多直家の新出害状
一祝山城をめぐる攻防戦の関連史料-」

田
村
教
育
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
す
ぐ
議
事

に
入
り
、
事
務
局
か
ら
妬
年
度
の
編
さ
ん
事
業
の
内

容
や
各
部
会
で
の
審
議
・
調
査
状
況
を
報
告
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
今
後
の
事
業
計
画
の
協
議
に
移
り
、

編
さ
ん
計
画
の
一
部
修
正
お
よ
び
新
年
度
の
事
業
計

ア 、

鮒
嚢
麗
篭
可

画
に
つ
い
て
、
事
務
局
の
提
出
案
を
も
と
に
審
議
し

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
ま
で
以
上
に
活
発
な
広
報
・
啓
発

活
動
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
複
数
の
部
会
で

の
合
同
調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
ほ
か
、
調
査
す
べ
き
資
料
の
所
在
情
報
も

提
供
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
議
論
が
行
わ
れ
た
う

え
で
、
新
年
度
の
事
業
計
画
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

竜
２
筆

『津山市史研究』創刊
新しい市史の発刊に先がけて、調査・研究内容の

発表や新発見資料の紹介、編さん事業の周知．広報

を行なうため、『津山市史研究』を創刊します。３月
末に発行する創刊号の内容は、以下のとおりです。

平
成
訂
年
２
月
妬
日
於
郷
土
博
物
館
研
修
室

「
市
史
だ
よ
り
」
創
刊
号
発
行

近
世
部
会
巡
見

第
３
回
近
現
代
部
会

第
３
回
民
俗
部
会

考
古
・
古
代
部
会
合
同
巡
見

白
石
純
岡
山
理
科
大
学
教
授
自
然
風
土
・
考
古

型

（
敬
称
略
）

第
１
回
中
世
部
会

第
２
回
近
世
部
会

第
１
回
考
古
部
会

第
１
回
編
さ
ん
委
員
会

第
１
回
古
代
部
会

第
４
回
近
現
代
部
会

第
４
回
民
俗
部
会

「
市
史
研
究
」
創
刊
号

「
市
史
だ
よ
り
」
第
２
号
発
行

望

が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
邪
年
相
月
～
）

平
３３３３２２２１成
月月月月月月月月２７
３１３０２２２０２５１７８３１年
日日日日日日日日

平
１２１２１２１１１０成
月月月月月２６
１３７６２３１年
日日日日日

※
各
部
会
の
執
筆
者
と
し
て
、
新
た
に
左
の
方
々

遠
藤
健
治
美
作
大
学
准
教
授
近
現
代



◆
中
世
部
会

（
部
会
長
”
三
好
委
員
、
副
部
会
長
“
久
野
委
員
）

今
年
度
中
に
巡
見
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
日

程
が
折
り
合
わ
ず
、
年
度
内
の
実
施
を
見
送
り
ま

し
た
。
１
月
に
部
会
を
開
き
、
通
史
編
の
章
立
て

案
や
今
後
の
資
料
収
集
の
方
針
を
協
議
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
「
活
字
化
済
み
の
資
料
で
も
、
翻

刻
が
間
違
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
原
本
か
写

真
を
で
き
る
だ
け
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
う
し
た
意
見
も
ふ
ま
え
て
、
調
査
が
必
要
な

資
料
の
選
定
を
今
後
早
急
に
行
い
、
調
査
活
動
を

順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
近
世
部
会

（
部
会
長
帥
定
兼
委
員
副
部
会
長
恥
在
間
委
員
）

本
格
的
な
調
査
活
動
を
開
始
し
た
今
年
度
は
、

市
域
の
土
地
勘
の
把
握
の
た
め
ｎ
月
に
巡
見
を
実

施
し
た
ほ
か
、
手
始
め
と
し
て
個
別
に
郷
土
博
物

館
収
蔵
資
料
の
閲
覧
調
査
を
し
た
う
え
で
、
採
録

候
補
資
料
を
集
約
・
検
討
し
て
、
今
後
の
調
査
で

掘
り
起
こ
す
べ
き
分
野
を
把
握
し
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
博
物
館
資
料
の
う
ち
大
き
な
文
書

群
か
ら
の
選
別
と
個
人
所
蔵
資
料
の
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、
通
史
編
章
立
て
案
を
練
り
直
し
な
が
ら
、

あ
わ
せ
て
執
筆
分
担
も
詰
め
て
い
く
予
定
で
す
。

望

、

◆
自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長
》
河
本
委
員
、
副
部
会
長
”
可
児
委
員
）

部
会
を
２
月
に
開
催
し
、
通
史
編
の
章
立
て
と
分

担
の
再
確
認
を
行
い
、
新
た
に
岡
山
理
科
大
学
の

白
石
純
氏
に
「
旧
石
器
時
代
」
を
、
可
児
委
員
に

「
縄
文
時
代
」
を
執
筆
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

資
料
編
で
は
、
自
然
風
土
の
掲
載
と
、
考
古
の
時

代
ご
と
の
掲
載
遺
跡
が
ほ
ぼ
決
定
し
た
ほ
か
、
「
須

恵
器
の
窯
の
磁
気
探
査
を
し
て
は
？
」
「
消
滅
古
墳

は
古
写
真
か
ら
墳
丘
が
復
元
で
き
な
い
か
？
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
意
見
を
ふ

ま
え
、
資
料
編
の
編
集
に
必
要
な
作
業
を
行
い
ま
す
。

◆
古
代
部
会

（
部
会
長
雨
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
函
今
津
委
員
）

廻
月
に
市
内
の
巡
見
を
実
施
し
、
佐
良
山
の
中
宮
．

剣
戸
塚
古
墳
群
な
ど
の
後
期
古
墳
、
久
米
地
域
の
久

米
廃
寺
・
宮
尾
遺
跡
や
綜
山
の
製
鉄
遺
跡
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

古
代
編
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
は
、
副
部
会
長
の

今
津
委
員
を
中
心
に
現
在
協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
市
内
の
遺
跡
や
遺
構
な
ど
の
調
査
を
今

後
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

都
会
通
嬉

◆
近
現
代
部
会

（
部
会
長
叩
在
間
委
員
、
副
部
会
長
”
香
山
委
員
）

今
年
度
の
前
半
に
通
史
編
の
章
立
て
案
の
調
整

を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
哩
月
に
開
い
た

部
会
で
執
筆
分
担
が
大
ま
か
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
美
作
大
学
の
遠
藤
健
治
氏
を
執
筆
者
と
し

て
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
の
巡
見
調
査
を
受
け
、
各
支
所
で
保
管
し

て
い
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
事
務
局
で
本
格
的

な
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
各
自
で

個
別
調
査
を
行
い
、
近
現
代
編
の
完
成
に
向
け
て
、

歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
民
俗
部
会

（
部
会
長
皿
前
原
委
員
、
副
部
会
長
恥
安
倉
氏
）

市
内
各
地
を
回
っ
て
、
地
域
に
関
す
る
様
々
な

項
目
の
聴
き
取
り
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
民
具
の
調
査
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
礼

の
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
部
会
を
４

回
開
き
、
調
査
報
告
と
調
査
上
の
問
題
点
の
協
議

を
重
ね
、
情
報
の
共
有
化
と
調
査
精
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

民
話
の
調
査
で
は
、
勝
北
や
加
茂
に
引
き
続
き
、

田
邑
な
ど
で
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民

館
な
ど
で
高
齢
者
が
集
ま
る
行
事
に
出
向
き
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

認

３

〆
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川
版
の
「
津
山
市
史
』
は
、
全
巻
完
結
ま
で
に
長
い
年
月
を
要
し
た
た
め
、
全

７
巻
の
う
ち
第
４
巻
（
近
世
Ⅱ
…
松
平
藩
時
代
）
と
第
７
巻
（
現
代
Ⅱ
…
大
正
・

昭
和
時
代
）
は
、
販
売
用
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
５
巻
は
在
庫
が
切

れ
て
久
し
く
、
全
巻
を
ま
と
め
て
揃
え
た
い
と
い
う
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
市
史
を
編
さ
ん
い
た
し
ま
す
が
、
刊
行
が
完
結
す
る
ま
で
の

間
、
そ
う
し
た
ご
要
望
に
少
し
で
も
対
応
す
る
た
め
、
旧
版
市
史
の
全
巻
を
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
に
変
換
し
、
郷
土
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
文
字
検
索
が
可
能
で
、
調
査
研
究
に
重
宝
し
ま
す
の
で
、
す
で
に

紙
の
本
で
揃
え
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

旧
市
史
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
公
開
中

▽
郷
土
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
亘
冒
へ
ヘ
ョ
ョ
ョ
．
扇
屋
‐
冨
百
・
弓
）

↓
教
育
・
普
及
↓
津
山
市
史
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
（
左
の
画
面
）
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市
内
川
崎
太
田
の
町
内
会
長
さ
ん
か
ら
、
町
内
の
日
吉

神
社
に
古
い
奉
納
額
が
あ
り
、
汚
れ
て
い
て
読
み
に
く
い

が
、
ど
う
も
番
付
の
よ
う
だ
と
の
連
絡
を
、
市
史
編
さ
ん

室
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
の
職
員
と
共
に
調
査
に
伺
い
ま
し
た
。

日
吉
神
社
は
山
王
権
現
を
祁
る
神
社
で
、
太
田
の
氏

神
と
し
て
山
王
さ
ま
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
存
さ
れ
て
い
た
の
は
２
枚
の
額
で
、
明
治
迫
年
１
月

と
大
正
４
年
４
月
の
相
撲
番
付
で
し
た
。
東
西
に
分
か
れ

た
多
数
の
力
士
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
盛
ん
だ
っ

た
相
撲
興
行
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
（
尾
島
）

ｒＺ

▽
調
査
レ
ポ
ー
ト
》
太
田
日
吉
神
社
の
奉
納
額

F己

／‐ ＝

ダダ

（
画

Ｚ

岨

Ｌ

草

調査の様子

汚れなどで読めない墨

書も、赤外線カメラで

撮影すると、右のよう

にはっきりと浮かび上
がります。
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